

























































































































    的な配慮が感じられなかった。鉄道、公園などの近代�
    的な都市施設と単純に併置されていた。�
2. 聞き取りから拝殿や社務所は比較的長く残存し別の施�
    設として利用されていたことがうかがえた。また少数�
    ながら現在も再利用されている社殿があったが、多く�
    はある時期において他の都市施設と異なり取り壊され、�
    跡地は公的な施設に利用転換されていた。�
3. 神社は人為的に造られた旧満洲の都市と同様、宗教施�
    設としても都市空間としても根付かず、そのため戦後�
    すぐに取り壊されることはなかったようだが、一方容�
    易に再利用・解体・跡地の利用転換が為されていた。�
　結局神社跡地は魅力的な都市空間として継続せず、満
州国建国の矛盾した夢想のように、当時の計画で建設さ
れた都市そのものも成熟に失敗しているように思えた。
植民地での人為的な都市の建設、強制的な国家の設立の
結果、魅力的な場を造り得なかったという事実から我々
がもう一度考え直すことは多いのではないだろうか。�
今も現地に残る社殿（左図①）�新京神社現況配置図　約1／6000�
①拝殿　②鳥居　③駅前から伸びる大同大街（現人民大街）�
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